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要旨：日本の若者が英語を身につける必要性を迫られる背景として、急速に進んでいるグローバ
ル化社会における活躍への期待があげられる。本文献レビューの目的は、日本の英語教育でビデ
オ映像を活用したスピーチ指導の可能性を探索するために、日本の文化的背景が外国語学習に及
ぼす影響や、外国語学習者のスピーチ不安に関する文献を検索することである。まず、日本の文
化的な特性が教育現場において学習者に与える影響について検討する。つぎに、外国語学習に対
する不安に関する研究を総括し、教育現場における学習者の不安を緩和する手段としてビデオ映
像の活用による教育効果を考察する。スピーチ指導での学習者ビデオ映像の活用は、観察学習や
自己省察に役立つだけでなく、ポジティブな学習体験に結びつくことで、学習者の不安を軽減す
る可能性が示唆される。
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Abstract: To work in a rapidly globalizing economy and society, young Japanese people are 
expected to acquire communicative English. This review article aims to explore new 
directions for using video recordings of students’ performances in an English as a foreign 
language course. It achieves this by examining the educational efects of Japanese cultural 
characteristics on foreign language learning and foreign language anxiety in speaking. First, 
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we clarify how Japanese cultural characteristics afect students’ classroom learning. Second, 
we review research on foreign language anxiety, and present an in-depth examination of the 
educational efects of using students’ video-recordings as models to reduce learners’ anxiety 
in the classroom. We suggest that the instructional method of using students’ video 
recordings may help reduce learners’ speaking anxiety by providing models for observation 
and self-reflection, as wel as showing the realization of positive learning experiences.
Keywords: public speaking skils, active learning, English as a Foreign Language, Japanese 
learners, classroom learning
１．目的と課題
１ １　英語教育における課題
　グローバル化が急速に進む経済社会で活躍するために、日本の若者はコミュニケーション手段
としての英語力を身につけることが求められている。このような能力を備える人材を育成するた
めに、文部科学省は初等中等教育段階から英語教育を充実させることを目指している１。中学校
での英語授業は基本的に英語で行うことや、高等学校での授業ではプレゼンテーションやディ
ベートなどの高度な言語活動を取り入れることが期待されている。さらに、平成24年８月には文
部科学省の答申内容が公表され、大学教育において能動的な学習者を育成する必要が高まってき
た２。その２年後には高等学校と大学の接続の実現、さらにはアクティブラーニングの充実が求
められるようになり３、英語教育においてもアクティブラーニングの概念にもとづいた教育活動
が導入されるようになった。このような活動にはグループ討論やプレゼンテーション、プロジェ
クトを取り入れた学習などが含まれる４。英語授業におけるスピーチ指導は、学習者のビデオ映
像をモデルとして観察することや、学習者自身のビデオを見ながら自己評価をすることによって、
アクティブラーニングに寄与することが示唆されている５。しかし、充実した英語教育が実施さ
れたとしても、外国語を使って人前で話すことに対して苦手意識を持つ日本人英語学習者は少な
くない６。
１ ２　本研究の目的
　本研究の目的は、大学の英語教育においてスピーチ指導を実践することによって、学習者の英
．
．
日本人学習者のスピーチ不安軽減を目指すビデオ映像の活用
語力の向上や不安の軽減に寄与することを明らかにすることである。またスピーチ指導において
学習者のビデオ映像を活用した学習形態が、英語学習に対する動機づけの一助となることを示し
たい。
１ ３　本研究の方法
　まず、日本の文化的な特性が教育現場において学習者に与える影響について検討する。つづい
て、外国語学習に対する不安に関する研究を総括し、教育現場における学習者の不安を緩和する
手段としてビデオ映像の活用による教育効果を考察する。最後に、学習者のスピーチ不安を軽減
するために、スピーチ指導における学習者のビデオ映像の教育的活用への示唆を論じる。
２．日本の文化的背景と英語教育
２ １　文化的背景
　日本人の文化的な特性として、集団主義（colectivism）であることがあげられる７。集団主義
社会では、個人はその集団における目標を強調する一方、個人の独自性を出すことを避ける傾向
がある８。さらに、日本のような集団主義社会において、帰属する集団の中で自分の意見や考え
を主張することはネガティブな行為としてみなされることもある９。日本人の集団主義的な考え
方は、教育の実践現場においても見られる。たとえば、教室では学習者は他者や自分が傷つくこ
とを避けるために自己主張を避ける場面がしばしば見受けられる10。さらに、日本人は高コンテ
クスト文化であり11、同じことを伝える際に、低コンテクストのように多くの言葉を使わずに、
言葉以外を用いて相手に伝えることができる。
　このような日本の文化的背景は、多くの日本人が外国語として学習する英語のそれとは大きく
異なる。英語が広く使用されているアメリカやカナダ、オーストラリアは個人主義
（individualism）であり12、集団より個人の独自性を表示することが求められる13。そこで、日本
とは異なる文化的背景を持つ言語を駆使して、相手に自分の意見を伝えるためには、英語力を向
上させるだけでなく、言語文化的な要因について理解を深め、人前で話すことに対する不安を軽
減することが必要である。
２ ２　外国語学習に対する不安
．
．
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　外国語学習の不安とは「話者が最も自由に操れる言語でないことば、多くの場合習得の途上に
あることばを使うときに感じたり、学習するときに経験する不安」14である。これまで外国語学
習と不安の関係について研究が行われてきた15。なかでも、スピーキングと不安の関係について
検証したものが多くみられる。まず、アメリカで外国語としてスペイン語を履修している大学生
（135名）と高校生（109名）を対象とした研究16では、アンケート調査の結果から、学習者は人
前で話さなければならないときに一層不安を感じることや、学習者の不安は外国語を話すという
よりはコミュニケーション不安（communication apprehension）によるものであること、学習
者の自尊心の低さが不安を高めることなどが明らかになった。一方で、日本人の大学生（217
名）を対象としたアンケート調査から、学習者は恥をかいたり、他人に自分の英語力を過少評価
されたりすることを避ける傾向が示された17。これらの分析結果を比較すると、スピーキングに
関しては、日本人学習者は他者からの評価を気にすることが窺える。
２ ３　ビデオ映像を活用したスピーキング指導
２ ３ １　自己調整学習
　最近の英語教育における取り組みとして、英語に対して苦手意識を持つ学習者の意欲を高める
指導方法が模索されている。英語力が低い大学生を対象とした研究では自己調整学習18のプロセ
スにもとづき、携帯電話の動画撮影機能の活用によるスピーチ技術の向上について量的および質
的な分析方法を用いて検討した19。その結果、動画撮影機能を取り入れることで、学習者が自身
の成長の過程を視覚的・聴覚的の両面からの観察や、自己調整学習のプロセスを繰り返し経験す
ることによるスピーチ技術の向上の可能性があるだけでなく、グループ学習や自己省察・自己評
価を取り入れることで、自己調整学習での動機づけの強化になることも示唆された20。また、同
様の学習者を対象とした研究21でも、スピーチ発表を目標とした指導を取り入れた場合、学習者
は発音などの新たな知識を身につけることによって英語の理解が深まるだけでなく、英語以外の
技術、例えば、表現力やリズム感が上達することによって、自信をもって英語を話すことができ
るようになることも指摘されている22。これらの研究から、日本人学習者、とくに英語力の低い
学習者に対してスピーチ指導を実施することは、学習意欲の向上の一助になることが示唆された。
２ ３ ２　観察学習
　観察学習理論23を取り入れた日本人学習者のスピーチ指導に関する研究24では、学習者のビデ
．
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オ映像をモデルとして視聴させることによる教育的効果が検証された。英語力の異なるグループ
（上位グループ・下位グループ）に対して、学習者モデルのビデオ（過去に第一著者が担当した
英語力上位のクラスで撮影されたスピーチ）を見せた。モデルとしてビデオを見ることについて
自由記述回答を求めたところ、上位グループからは「上手な人の真似をすることは大切だと思う
し、見て学ぶことも多い」や「自分のクラス以外も見れたことで、客観的に見つめ直せた」など
の回答が寄せられた一方で、下位グループからは「参考にはなったが、過去のスピーチの人がう
ますぎでうまく活用することができなかった。レベルが違った」などの記述がみられた。それゆ
えに、学習者の英語レベルに見合ったモデルを提示することの重要性が指摘された。
２ ３ ３　追試研究
　先行研究25の分析結果を考慮したうえで、英語力上位クラスからだけでなく、下位クラス26か
らも選択されたビデオ映像を用いた追試研究が実施された27。英語力が同等の２グループを使っ
た各追試研究では、学習者が原稿（180－200単語）を作成し、その内容を暗記してクラスで発表
するという手順であった。スピーチ発表はビデオ撮影され、その映像を視聴しながら自己評価・
ピア評価が実施された。自己評価・ピア評価では11項目を使用し、ボイスコントロール（４項目）、
ボディランゲージ（４項目）、有効性（３項目）が下位尺度として用いられた。観察学習では、
２グループに対して２種類のビデオ映像（英語力上位と下位）を２回目と３回目のスピーチ発表
直前のそれぞれの授業で、交代で視聴させた（図１参照）。
　グループ（上位モデルを先に見るグループ、下位モデルを先に見るグループ）、スピーチ（１
回目、２回目、３回目）を要因とした２×３による分散分析を実施した。その結果、自己評価で
は全ての追試において有意な差はみられなかったが、追試１28と追試２29では、下位モデルを先に
視聴したグループのほうはピア評価が有意に高くなることが示された。しかし、追試３30のピア
評価では、追試１や追試２のように一貫した結果が得られなかった。追試研究におけるピア評価
の平均値と標準偏差を表１に示す。
　次に、全ての追試研究において、ビデオ映像による学習者モデルの活用効果について自由記述
回答を実施したところ、全ての追試において上位モデルと下位モデルの役割がそれぞれ異なるこ
とが示された。上位モデルはモデルの方が優れている点（例：発音など）を向上させる意識を高
め、下位モデルではモデルの弱点に気づくことで、学習者のスピーチ技術の向上に結びつくこと
が示唆された。全ての追試は教室における実践研究として行われたことから、学習者モデル以外
の教育的要因（例えば、スピーチ以外の指導内容）が含まれていることは否定できないだろう。
． ．
－141－
埼玉女子短期大学研究紀要　第37号　2018.03
－142－
図１　研究手順（Okada et al., 2017cより引用）
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以下は、追試１の自由記述回答からの例である。
一言一言しっかり発音することを心がけ、何日間もかけてスピーチの内容をしっか
り暗記し自信につなげることを目標にした。ネイティブの人の英語のようにスラス
ラは話すことはできないが、本田圭佑の英語の会見のように、ゆっくりハキハキと
ならできると思った（Ｂグループ、男子学生102）。
　ビデオ媒体による学習者モデルから学んだ知識を活用しながら、学習者が自己効力感31を高め
る可能性が示唆されている。
３．今後の展望
３ １　ビデオ映像を活用したスピーチ実践
　先行研究の結果から、学習者のビデオ映像をスピーチ指導で活用することは、その映像が学習
者自身のものであれ、学習者以外のものであれ、日本人英語学習者がスピーチを英語で発表する
際に感じる不安を軽減する可能性が考えられる。一つは、学習者自身のビデオ映像の視聴と自己
．
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省察をとおして、自己調整学習のプロセスが学習者の身につき、その結果として自己効力感の向
上につながることがわかっている32。自己効力感が高まれば、学習者の英語力だけでなくコミュ
ニケーション能力に対する自信も湧いてくるのではないか。
　もう一つは、観察学習の一環としてビデオ映像をモデルとして提示することで、学習者は多く
の学びを経験することができる。学習者をモデルとして活用することで社会的比較33が行われた
結果、学習者はモデルと同じように上手にタスクを遂行することが示唆されている34。とくに、
大学生は発達段階でみると、自分と類似した他者との比較が多くなる時期でもあることから35、
母語話者などの学習者といった大きく異なる他者との比較より、自分と類似した他者と比較した
ほうが自分の能力レベルを知ることができるために、学習者に影響を与えやすいだろう。なかで
も、英語学習などの個人差が大きく表れやすい場面においては、モデルと学習者の英語力の差が
あまりにもかけ離れていると、学習者の動機づけを弱める可能性もある。それゆえに、英語力の
差が適切になるよう配慮したうえでモデルを提示する必要があるだろう。ビデオを活用した観察
学習が学習者の励みとなり、また自信へと変わり36、このようなビデオを視聴した後では、英語
を人前で話すことに対する不安が多少なりとも軽減するのではないだろうか。
３ ２　ポジティブな学習体験
　外国語学習に対する不安を軽減するために、学習者に最も必要とされることは、ポジティブな
学習体験を増やすことである。学習者は学びの中に楽しさを見出すと、学習到達目標を高く掲げ
ることが可能になる37。学習者ビデオを活用したスピーチ指導は、学習者にとって刺激的なもの
であるかもしれない。学習者自身のビデオを見ながら評価することは気恥ずかしいかもしれない。
クラスメート以外の学習者のビデオ映像を見る機会もあまりないだろう。日本人英語学習者、と
くに、英語力の低い学習者にとって英語でスピーチをすることは容易ではないが、その指導法に
ビデオ映像を活用して工夫を加えることによって、学習者は新鮮に感じるかもしれない。追試研
究38の分析結果が示すように、学習者はビデオ映像によるモデルを活用したスピーチ指導に対し
て前向きに取り組んでおり、それゆえにこのビデオ媒体を用いた指導法は、学習者にポジティブ
な学習体験を与えることができると推測される。
　これからの英語教育では、学習者の達成目標の志向性を考慮した指導方法を導入していく必要
がある39。試験で間違いを犯さないことや他の学習者の前で恥をかかないことを重視するといっ
た英語の授業ではなく、学習者が教室で生き生きとしたスピーチやコミュニケーションができる
ような学習環境を作り出すことで、英語学習を通したポジティブな経験を学習者に与えることが
．
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可能になる。
３ ３　おわりに
　本研究では、日本の文化的な背景が英語学習者に与える影響を概観し、日本人が英語を人前で
話す際に感じるスピーチ不安を軽減するための指導法として、学習者のビデオ映像の活用の効果
について論じた。日本人学習者にとって、母語と異なった文化的背景を持つ言語を学ぶことは容
易でないかもしれない。しかし、急速に変容しつつある社会に対応できる人材として存在感を発
揮するためには、英語で自分の主張を相手に伝える能力を身につけておくことは必須であろう。
　英語教育でのスピーチ指導は、ビデオ映像を活用すると学習者が自ら学習することで身につけ
た能力を使い、自己省察や観察学習をとおして学習への動機づけを強化することにつながる。本
研究から、ビデオ映像の活用が外国語学習に対する不安軽減の一助になることは示されたが、今
後は、日本と同じような集団主義の国40におけるビデオ映像を活用したスピーチ実践が英語学習
者にどのような影響を与えるかについて検証してみたい。
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